
 
 

 

       
 

神⼾⼤学出光佐三記念六甲台講堂にて附属中等教育学校の⼊学式を挙⾏しました

 平成28年4⽉8⽇（⾦），晴れ渡る⻘空の下，附属中等教育学校の第8回⼊学式を⾏いました。 
 
 式では，船寄俊雄校⻑から，⼊学式の会場である出光佐
三記念六甲台講堂の壁画（中⼭正實画伯の『光明』『雄
図』『富⼠』）について話がありました。特に『光明』に
描かれる「⽜」の存在に新⼊⽣を重ね合わせて⾔及し，
「⾃らが⽴っている位置を冷静に分析してどういう⾵に⾏
動することが全体の利益になるのかということを常に考え
る訓練をすることが必要です。学校⽣活においてはそうい
う訓練をすることが，皆さんに課せられた仕事だと思いま
す。皆さんの健闘を祈ります。」と，今後の学校⽣活につ
いての⼼構えと励ましの⾔葉がありました。  
 

 
 続いて，藤⽥誠⼀理事・副学⻑（附属学校担当）か
ら，神⼾⼤学のグローバル化について話しがあり，「神
⼾⼤学の附属学校であるというメリットを⼗分活⽤して
ください。」と励ましの⾔葉がありました。また，「グ
ローバルに活躍できる⼈材とは」について，専⾨の経済
分野から最近話題となっている「マイナス⾦利」と「消
費税率引き上げの先送り」を取り上げて，「どのような
⽴場に⽴つのか，短期的な視野で考えるのか，⻑期的に
ものを考えるのか，⽬標をどこに置くのかによって，⼀
つの現象について異なった解答が考えられる。」と，

『多様なものの⾒⽅』の重要性について話がありました。そして，「社会の動きや⾃然界の不思議など，様々な
ことに関⼼を持ってほしい。⼀つのことを多⾯的・客観的に捉える，そういう姿勢を⾝に付けてもらいたい。」
と学びの姿勢について述べました。

                
 
 
 式の最後には，新⼊⽣代表が「⼩学校とは違うことが多
くて，初めは⼾惑うこともあるかと思います。しかし，⼈
⽣の新たな⼀歩であるこの⽇から，⽬標に向かって精⼀杯
努⼒し，楽しさで溢れる学校⽣活となるようがんばりま
す。」と，新たな中等教育学校⽣活への思いを宣⾔しまし
た。
 
 真新しい制服を着た⽣徒たちは誇らしげで，これからの
学校⽣活への希望に胸をふくらませている様⼦でした。
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 附属学校では，このほか附属幼稚園，附属⼩学校，附属特別⽀援学校の⼊園・⼊学式を各学校園で⾏い，合わ
せて243名の新⼊⽣を迎えました。 
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